
 

令和７年度 伊丹市人権週間記念作文・ポスター募集要項 

 

１ 主  催  伊丹市、伊丹市教育委員会 

 

２ 趣  旨   次代を担う小・中学生が、人権にかかわる作文やポスターなどの表現活動を通して、

家族とともに人権について考える機会とし、人権尊重の重要性、必要性についての理解

を深めるとともに、豊かな人権感覚を身につけることを目的として、作文およびポスタ

ーを募集する。 

 

３ 応募資格  市内小・中・特別支援学校に在籍する児童・生徒 

 

４ 応募内容   未発表の作品に限る 

              （１）人権作文 

①日常の家庭生活、学校生活、グループ活動の中で得た体験を通じて、人権について

考え、人権を守ることの重要性、必要性について考えたことなどを題材とした内容

とする。 

②７月は「伊丹市いじめについて考える強化月間」であることから、いじ

めに関わる内容も大きな作品テーマとする。 

③令和７（２０２５）年は、戦後８０年となり平和の大切さ、命の大切さ

をテーマとした作品とする。その題材として、８月６日（水）東リいた

みホールにて映画「ラーゲリより愛を込めて」を上映予定。※詳細は、

７月上旬に案内するチラシを参照。 

④応募原稿の様式及び枚数  

様 式：（ａ）４００字詰め原稿用紙（横置き・縦書き） 

（ｂ）Ａ４サイズもしくはＢ４サイズ 

（ｃ）片面印刷 

（ｄ）学校名のないもの  

（ｅ）パソコン・タブレットで作成したものでも可能ですが、各学校から 

   の募集要項に合わせること 

          枚 数：小学生＝５枚以内 ／ 中学生＝３枚以上５枚以内 

          その他：審査の折りに原稿を複写（コピー）するため、原稿に記入する字は、必ず 

濃く書くこと 

              作文の原本は返却しない 

         ⑤誤字・脱字がある場合は、内容の主旨が変わらない範囲で、変更することがあります。 

 （２）人権ポスター 

                  ①規 格：縦５４cm×横３８cm 

                  ②画中に、人権に関わる文字・文言を入れること 

※文字は自由であるが、人権を尊重した文字・文言とすること 

                  ③各学校からの募集要項に合わせ、裏面に学校名・学年・名前（ふりがな）を明記す 

ること 

    ④恐怖心や不快感を与えるような描写・文言は避ける。 



 

５ 提出方法・提出先 各学校からの募集要項に沿って、作品の提出は、所属校に提出する。 

         なお、中学生の人権作文については、一部を神戸地方法務局伊丹支局等が主催する 

「『全国中学生人権作文コンテスト』兵庫県大会伊丹地区大会」への応募作品とする。 

 

６ 提出期限  各学校で指定された日までに提出すること（人権作文・ポスターともに） 

 

７ 審  査  伊丹市、伊丹市教育委員会が選任した審査員により審査する。 

 

８ 審査結果  １０月中旬に各学校長に通知する。 

 

９ 入 賞 数 （１）人権作文    ① 小学生の部 優秀５編 ／ 佳作３編以内 

                                    ② 中学生の部 優秀５編 ／ 佳作３編以内 

              （２）人権ポスター  ① 小学生の部 優秀１点 ／ 入選４点 ／ 佳作３点以内 

                                    ② 中学生の部 優秀１点 ／ 入選４点 ／  佳作３点以内 

10 公  表  （１）「人権週間記念作文集」 

（ａ）１１月上旬に市内各学校にデータ化し配布（予定） 

・人権作文の優秀作品は題名及び作文・学校名・学年・名前を掲載 

佳作作品は題名・学校名・学年・名前を掲載  

・人権ポスターの優秀・入選・佳作作品 

・令和７年度は、人権ポスターの優秀作品から作文集表表紙に中学生の部、 

裏表紙に小学生の部を掲載 

          （ｂ）伊丹市ホームページに掲載 

      ・人権作文の優秀作品は題名及び作文・学年を掲載。 

佳作作品は題名・学年を掲載  

・人権ポスターの優秀・入選・佳作作品 

・令和７年度は、人権ポスターの優秀作品から作文集表表紙に中学生の部、 

裏表紙に小学生の部を掲載 

            

（２）小学生の部と中学生の部の人権作文優秀作品（各５編）から各１編を選定し、令和 

７年１１月１日（土）開催の「差別を許さない都市宣言制定記念市民集会」の席上 

において表彰し、作者による朗読を行う。 

          （２）以外の優秀・入選・佳作（作文、ポスターともに）については、表彰状を学 

          校に送付。学校より該当児童・生徒へ手渡しする。 

       （３）「人権週間」広報用ポスターの表紙に人権ポスター優秀作品  

・令和７年度は、中学生の部を掲載 

       （４）教育情報紙『すくすくぐんぐん伊丹っ子』 

・人権ポスターの優秀作品（小学生の部・中学生の部）を掲載 

・「全国中学校人権作文コンテスト」兵庫県大会伊丹地区大会入賞結果報告 

       （５）その他、市関係の各種事業（パネル展等）にて掲示 

・令和６年度例：伊丹市多文化共生事業において、全応募作品の中から、外国人 

の人権をテーマにしたと思われる作品（ポスター）を掲示 

（場所：伊丹市立図書館「ことば蔵」、三軒寺広場） 

 



 

11 著 作 権  入賞作品の著作権は主催者に帰属し、上記掲載以外にも伊丹市ホームペ－ジ等にも掲載 

        する。その折、作者の名前・学校名・学年も併せて掲載する。 

※入賞後、所属校を通じて掲載許可承諾書を送付する。必要事項を記入し、所属校に提

出すること 

 

  
問合せ先   

伊丹市教育委員会事務局人権教育室  （担当：新貝・松山） 

ＴＥＬ ７８４－８１１３   

メール ed-jinken@city.itami.lg.jp 

 


